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＜連絡事項＞
・薬局より、イクセロンパッチ18ｍｇが無くなり、ジェネリック医薬品のリバスチグミンテープへ自動変更するとのこと。大きさが異なりますが同じ成分です。二重に貼らないように気を付けてください。
＜患者様連絡事項＞
・大澤　茂様～16:00  南山苑訪問調査実施。
・佐々木　日出夫様～15：30　介護認定調査実施。
・板橋　イマ様～次女様へ確認。
①鹿内眼科の医師からは「できれば今回受診して欲しい」と言われたとの事。再度主治医へ確認していく事伝え了承。本人も受診なら3/16に受診したいとの事。

②岸原病院、いとう整形外科（両病院は3月中旬～末で薬切れる）へは家族のみ受診、その際は、後日受診日連絡するとの事。
・田嶋　ハル様～昨日の準夜帯、経管栄養カテーテル自己抜去し、本日再挿入している。点滴は本日昼で終了抜去している。
・館合　　寛様～経管栄養カテーテル詰まりあり、再挿入している。
・土嶺　晴子様～3/9準夜帯、田中Dr来棟。高血糖のままスライディングによるインスリン注射を必要としているため、現在ジャヌビアとグリメピリドの2剤＋インスリンで対応しているところ経口薬剤を増量（グルベス＋メトグルコ）して様子をみるとの指示あり。経口薬の処方は翌朝になるため、3/10朝の食前の経口薬はスキップし、スライディングによるインスリンのみ施行。食前の経口薬は昼食時から行うようにとの事。8:00血糖値：222㎎/ｄｌ。朝食は全量摂取。指示のインスリン　ノボラピッド4E施行。
・高橋千代子様～本日、義弟様へ電話連絡にて車椅子・安全ベルト購入について了承を得た為、注文している。
・庭田　リチ様～ベッド頭元にある袋に、おしぼりや食べかけのおやつ、上着などと一緒に時計をしまい込んでいた為、回収している。時計は紛失騒ぎからしばらく使用しておらず、トラブルの元になる可能性ある為、家族へ返却していくこととする。
・三上　ミヨ様～土井Drより連絡有り。市民病院形成外科受診の日まで、ｸﾗﾘｽﾛﾏｲｼﾝの服用を継続して欲しいとの事。万が一、受診日前に患部が解放（破裂）される事があったら、イソジン消毒と多めのガーゼで対応して下さいとの事。本日より受診日3/18までの処方あり。受診時の衣類については、更衣中に破裂・損傷のリスク考慮し、病衣のまま外出としている。
・佐々木　君雄様～三戸中央病院連携室へ紹介状をFAXし、診察予約日4/8(木)14:00〜と連絡を受けている。保険証、お薬手帳、紹介状原本、あれば同院診察券を持参のうえ30分前に来院してくださいとのこと。
＜田中Ｄｒ診察＞
・中田　定明様～3/12金曜朝至急での採血の指示あり。検査室と相談し緊急で朝には結果が出て船場先生にご確認いただけるようにとのこと。1500ｍｌの補液に戻し、絶食は継続の指示。
・杉本　典子様～今朝、左第1指爪切創となり1/3と2/3のサイズに割れた形と母床に着いたままの状態を主治医不在の為、診察にて、ファスナート固定+ゲンタマイシン塗布し、経過観察の指示有り、施行。
＜深澤Ｄｒ診察＞

・三上　ミヨ様～イクセロンパッチ18㎎1枚　1日1回（夕）　7枚×6週分処方あり。左大腿膿腫について土井Drより外科的治療（排膿など）のため、他科受診させた方がいいとのはなしあったこと主治医へ報告。左大腿内側部腫瘤の他科受診（八戸市立病院　形成外科）について、次女様へ連絡している。診察日が毎週木曜日との事で、3/18を希望されており、予約が決定したら、折り返し連絡する事としている。
・中里キヨエ様～スワンクリニックからの持参薬3/18まで。当院へ切り替えとなる。
・鎌田隆子様・前川　良子様・橘　フサ様・吉田　レイ子様・向谷地　忠様
・河原木宮子様・工藤　六男様・小笠原　正成様・中島　モト様・佐々木　日出夫様
　～同内容にて7日分処方あり。

＜退院支援＞
・中村　さつ様～大川ＳＷより情報あり。三戸社会福祉協議会中野様が4月より異動に伴い、後任の太田様へ連絡。入院迄の経過や、当院でも12月に企図行為があったことから現状では施設入所は困難であり、みちのく記念病院へ転院の打診をしていることを伝えている。受け入れ可否が解り次第、情報を再度伝える事としている。
・板橋　イマ様～次女様へ確認。「かざみどり」、小中野の新しい施設へは申込済み、生活保護でも入所できる施設を探している。
＜要注目患者様＞
・中田　定明様～深夜帯　排尿950ml（淡黄色　浮遊物あり）　排便なし。腹部膨満軽度・圧迫にて苦痛表情あり。日中は体温37.0℃　脈拍112回/分　血圧109/58㎜Hg　酸素飽和度97％。左下肢の浮腫は持続。ミトン弄りあり体動活発。服薬時の嚥下はむせ込み見られる。
・木村　　茂様～体温36.5℃　脈拍90回/分　血圧119/68㎜Hg　酸素飽和度97％。痰鳴あり吸引施行。黄色粘稠痰多量に除去。
・田嶋　ハル様～体温35.7℃　脈拍79回/分　血圧122/75㎜Hg　酸素飽和度95％。ミトン弄り、ベッド柵弄り見られる。排便多量。
・館合　　寛様～体温36.2℃　脈拍96回/分　血圧119/67㎜Hg　酸素飽和度95％。時折大声で叫ぶ事あるも、不穏さはない。
・鎌田　隆子様～自室で臥床して過ごされている。妄想発言聞かれるも、不穏さなし。
・庭田　リチ様～ホールで過ごすもスタッフに「もう生きていくのが嫌になってきた」と悲観的発言聞かれている。傾聴している間、切迫した様子はない。
・戸耒　茂様～朝食後薬服用時、「こんなのいらねえ」と吐薬有り。その後も、易怒的な様子見られている。昼食時前より話し掛けるだけで「何したってよ」等怒鳴り、易怒性著明にみられる。昼食後薬投薬時は、「何なんだよ」と吐薬あり、落ち着かない様子続いていた為、不穏・興奮時のチアプリド25ｍｇ　1錠服用。
・高橋千代子様～スタッフコール、時折、見られるも、不穏さ無くホールで穏やかに過ごす。
・田沼　清子様～不穏さ無くホールや自室で穏やかに過ごす。時折、他者干渉有り、介入要す。
・松尾　秋男様～3:30巡視の際、ベッドから転倒しているところを発見する。左側頭部（こめかみ付近）に1㎝×1㎝の擦過傷、出血あり止血。一部介助にてベッドに座る。意識清明、多動さあり、車椅子で過ごして頂く。他外傷なし。ベッド柵を自分で外した可能性あり。体温36.5℃　脈拍58回/分　血圧147/70㎜Ｈｇ　酸素飽和濃度97％。以後も車椅子自操し多動さあり見守り要する。午前中は不穏さ無くホールや自室で穏やかに過ごす。疼痛訴えや眩暈訴え無し。腫脹見られず経過。今後の転倒防止対策として、柵タイプの違うベッドに変更している。
